













































きなくとも 「なになにについての知識がある」も しく は「情報がある」 と言うことができる。
しかし通常，「データがある」とは言わない。「データがある」と言うときには，大抵，E里路整
然とある事柄を伝えることができる。 つま り， 「知識」や「情報」と 「データ」との違いは， 「デー





では， 「知識」と 「情報」 の違いは何か。それは，その性質にある。「情報」は，伝達される




































* 2 厳密に言うと，交通費，電気代，電話代等がかかる。 しかし，「情報」に対して支払われるわけで
はないので，得た「情報」自体は無料と言える。
本 3 第三次産業に含まれる， 「電気 ・ガス ・熱供給・水道業」「運輸・通信業」「卸売・小売業，飲食店」
「金融・保険業」 「不動産業」の中にも，「情報」提供に比重があるものがあるだろうが，省略した。
村松情報の特徴と分類
































































































































ピーされたもの （オリジナル)Jと「コピー」を区別して考え，「オリ ジナル」 ＝「本物J，「コ
ピ 」ー ＝ 「偽物Jという図式にとらわれる。そ して同時に，「オリ ジナル＝本物の方が良い」
と思う。
実際今でも「本物」は重視されている。 美術品はいうに及ばず，各種証明書などは，一般
的には本物でなければ認められない （も しく は，本物と相違ないという証明が必要になる）。
また，「本物Jが手に入りにく いため，その 「代替」と して売買されるものも随分ある。ブラ
ンド製品のデザインをまねたコピー製品，味や外見をまねたいわゆるコピー食品など。
しかしこのことは，「情報Jには当てはまらない。なぜなら「情報jの実態は 「内容」であり，




物財の場合，「コピー」の容易なものも困難なものもいろいろある。 しかし 「情報」 に関し
* 4 もちろんここでいう「コピー jとは，「広告の宣伝文句」という意味で使われている「コピー 」の
ことではない。
* 5 「サービス」 は「コピー 」に馴染まない。
* 6 もちろん，一部の例外はある。 例えば，複製を行った本人が有名な作家である場合は，それ故，そ
の複製品の価値が上がる。
































































識」 ・「データjそのものが誤っている。B ：伝達時に誤る。 A’：受け取るときに誤って記
憶（記録）される。ここではA及びA＇を「虚偽」に，Bを「表現の魔術」として考察する（図










A 己二〉 B A' 
（虚偽） （表現の魔術） （虚偽）
① 「虚偽」・「表現の魔術」の行使が全ての面で良くないと言っているわけではない。




















































































いというケースは少なくない （ハー ド，ソフ トを含めたコンピュータ関係のマニュアル ！他に
暗号とか）。このことは充分考察に値する事柄だが，本論では具体的にその内容を展開せず，
自然言語で「情報」を入手した場合は理解できるという前提を置く。「正当性の確認可能性」









大 中 コ 機 虚 表 正
「情報」入手先 現 当
分 分 分 「f青報」の内容 ピ 密 の 性（機関・媒体等） σ〉
委員 魔 五在
類 手頁 ＇／生 偽 三日刃〉
入 通常は入手不 －国家 －国家機密
手
可能な事柄 群 →含地方自治体等






基本的に無料 2 －個人 －噂・ 風評 ・雑談等 低 低 高 1笥 f民
群
I 3 ・企業 －社内で必然的に保有




入 －マスコミ ・広告 －文化（知識の体系）
→T V・ラジオ ニュース ・データ等
手 基本的に有料 －教育（機関）
－文化（知識の体系）
4 →公 ・私立学校等 研究
群 ・教養 （機関） ニュース 低 f丘 低 普 τ同告f】































































































































コ 機 虚 表 正
現
ピ 密 の 性当 群 備考（具体例等）
魔 石室
性 偽 f;,j 三ロ刃じ、
1 × × × × 〉〈 4 イ、 4 3 3は個人情報
2 × × × 。 〉〈 4 ・3 3は個人情報 （例外）
〈〕 4 ・3
3 × × 。 × 〉〈 ①によるr、
4 × 。 × × 〉〈 1 ・6 61ま強いプロテクトのかかった千憂良Pr、 1 
5 。 × × × 〉〈 5 5 （一部）f、 5 ・3
6 × × 。 。 〉〈 2 u 2 
7 × 。 × 。 〉〈 1 1 （仔リ外）（〉
8 。 × × 。 〉〈 5 r、 5 
9 × 。 。 × 〉〈 6 6 （一部）は強いプロテクトのかかったパグのあるPr、
10 。 × 。 × 〉〈f 》 ①による
11 。 。 × × 〉〈 6 ※ 1 f 〕
12 × 。 。 。 〉〈 ②による（」
13 。 × 。 。 〉〈 3 3 （例外・一部）マスコミ・広告.5 （一部）r、 5 5 （一部）
14 。 。 × 。 〉〈 ②による( l 
15 。 。 。 × 〉〈 6 6 （一部） プロァク トのかかっでいないP〆）
16 。 。 。 。 〉〈 ②による（〉
記号の説明
。 ：可能性が高い ×：可能性が低い ー：該当する情報はない （一部） ：その群の一部の情報のみ
（例外） ・例外的に存在するだけ P：プログラム
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